
 

 

令和３年度 第３回 教育に関する事務の点検・評価委員会 

 

 

日時：令和３年１２月２７日（月）９時００分～ 

場所：豊島区立千登世橋中学校 １階会議室 

 

 

【次 第】 

１ 開 会 

２ 校内施設視察 

３ 議 事 

（１）評価対象事業のヒアリング及び質疑応答 

① 学校施設環境改善交付金対象事業 

② 区立幼稚園の認定こども園化の検討 

３ 閉 会 

 

 

【資 料】 

事業分析シート【学校施設環境改善交付金対象事業】・・・・・・（資料１） 

事業分析シート【区立幼稚園の認定こども園化の検討】・・・・（資料２） 

 



令和３年度　教育に関する事務の点検・評価委員

　　任期：令和３年１１月２６日から令和４年３月３１日まで

氏名 ふりがな 備　　　　考

美谷島　正義 みやじま　まさよし

2014年～ 東京女子体育大学・東京女子体育短期
大学　教授
公立中学校４地区４校勤務後、市教委・都教委の
指導主事、地区教育委員会指導室長、東京都教
育委員会主任指導主事(生徒指導担当)後、区立
中学校長２校勤務後　現職。

木村　文香 きむら　ふみか
2016年～ 東京家政学院大学で、准教授として専
門科目と教職課程の授業を担当するほか、同大学
の学生支援センター長を務める。

岩井　由美子 いわい　ゆみこ
2016年～ 2020豊島区立仰高小学校PTA執行部役
員を務める。



【事務局】

職名 氏名

1 教育長 金子　智雄

2 教育部長 兒玉　辰哉

3 庶務課長 樋口　友久

4 教育施策推進担当課長 坂本　大

5 学務課長 星野　良

6 放課後対策課長 小野　義夫

7 学校施設課長 宇野 貢彰

8 指導課長 佐藤　明子

9 統括指導主事 丸山　順子

10 統括指導主事 関根　憲一

11 教育センター所長 野崎 徳道

※公務により出席できない場合は、他の職員が代理で出席する場合があります。

【担当】

所属 氏名

1 庶務課教育計画グループ 石崎 恭司

2 庶務課教育計画グループ 松山　美代子

3 庶務課教育計画グループ 岡﨑　龍馬

【豊島区教育委員会事務局　出席者名簿】
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取
組
状
況

2年度に
実施した
具体的な
取組内容

1.改築
　国庫補助金を活用し、池袋第一小学校の改築に着手した。
　活用メニュー：危険改築（校）、不適格改築（校）、危険改築（屋体）、単独校調理場、学校水泳プール

2.改修
　国庫補助金及び都補助金を活用し、以下の改修を行った。　※（　）内は活用補助金
  　・南池袋小学校　普通教室・トイレ等改修（大規模改造（トイレ））
　　・椎名町小学校　ブロック塀改修（都補助）
　　・高松小学校　図書室・音楽室・子どもスキップ・トイレ等改修（防災機能強化、大規模改造（空調・トイレ））
　　・駒込中学校　ブロック塀改修（都補助）
　　・西巣鴨中学校　外壁等改修（防災機能強化、大規模改造（空調））
　　・千登世橋中学校　外壁等改修（防災機能強化）

活動
指標

① 改築が完了した学校数（累計） ↗増加させる 校

元年度 2年度

7 14

③ 補助金申請校数（都） →維持する 校 16 16 6 6

校 16 13 9② 補助金申請校数（国） →維持する

8

9 9 9

基礎データ

利用者等
の情報

区立学校施設（小学校22校、中学校8校、幼稚園3園）
 改築済の学校（小：4校、中：5校）
 改築計画が公表されている学校：池袋第一小（改築工事中）、千川中学校（建替え等を考える会実施中）

豊島区教育ビジョン2019における位置付け 基本方針6.教師力の向上と魅力ある学校づくり

根拠法令
学校施設環境改善交付金交付要綱
東京都公立学校屋内体育施設空調置支援事業補
助金交付要綱　他

事業開始年度 毎年度交付申請している

2年度 3年度

方向性 （実績） （実績） （計画） （実績） （計画）
指標

目指す
単位

30年度

事業の対象
対象となるヒト・

モノ
区立学校施設（小学校22校、中学校8校、幼稚園3園）

事業の概要

　事業の手法

学校施設の老朽化対応、及び教育環境の質的な向上を図るため、計画的に改築・改修を行う。
なお、年度ごとに改築・改修校が異なるため、事業費推移に計上した予算事業は、各年度以下の通り。

平成30年度 ： 改築（巣鴨北中）、改修（小学校大規模、小学校・中学校トイレ、中学校特別支援教室整備、
　　　　　　　　   小学校・幼稚園一般）
令和元年度 ： 改築（巣鴨北中）、改修（小学校大規模、小学校・幼稚園一般、体育館冷暖房）
令和2年度 ： 改築（池一小）、改修（小学校・中学校大規模、小学校・中学校・幼稚園一般、体育館トイレ）
令和3年度：改築（池一小）、改修（小学校・中学校大規模、小学校・中学校・幼稚園一般、体育館トイレ）

令和3年度　教育に関する事務の点検 事業分析シート

事業名 学校施設環境改善交付金対象事業 担当課 学校施設課

1.事業概要及び現状

事業の目的

　どのような
状態にしたいか

学校施設における防災機能の強化や教育環境の充実及び質的向上を図る。

資料１



3.課題及び今後の方向性

課                   題
補助対象となる改築・改修については最大限交付申請を行っているが、国・都の予算配分に
より採択されない事業があり、補助金収入が得られないことがある。

課題への対応策
及び今後の方向性 交付対象となる改築・改修事業について、引き続き最大限交付申請を行っていく。

一般財源 C=A-B 1,058,261 1,494,746 ― 1,072,270

2,123,764

使用料・手数料 0 0 0 0 0

235,003 -837,267

事業費 A 2,655,802 4,582,057 2,844,678 1,744,933 3,117,026 1,372,093

財
源
内
訳

国、都支出金

B

279,745 373,490 121,476 161,217 246,813 85,596

0

地方債・その他 1,317,796 2,713,821 2,526,639 511,446 2,635,210
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2.事業費の推移

単位
　　金額の項目：千円

30年度 元年度 令和2年度 令和3年度

決算 決算 予算 決算 予算
増減

（R1決算比）

（前頁より続き）1.事業概要及び現状

達
成
状
況

成果
指標

指標
目指す

単位

6 8

校 14 9 9

③ 補助金交付校数（都） →維持する 校 15 16

9

② 補助金交付校数（国） →維持する

9 9① 改築が完了した学校数（累計） ↗増加させる 校 8 9

2年度 3年度

方向性 （実績） （実績） （計画） （実績） （計画）

6

30年度 元年度 2年度



 

千登世橋中学校改修工事について 

 

１．目的 

・竣工から 19 年が経過し、老朽化が進みつつある外壁や防水層などを補修す

ることで、施設を適切に保全する。 

・校舎内に残っている和式便器を洋式便器に改修することで、利便性の向上を

図るとともに、救援センターとしての機能強化を実現する。 

 

２ 外壁改修工事 

（１）概要 

校舎の外壁及び一部の防水層を改修する。 

（２）経費 

年度 工事個所 契約金額（円） 国庫補助金額（円） 

令和２年度 体育館棟 １０５，００６，０００円 (国)９，３６５，０００円 

令和３年度 校舎棟 ２２４，３５２，７００円 (国)４４，５７１，０００円 

合 計 ３２９，３５８，７００円 ７６，２２１，０００円 

（３）工事範囲 

別図のとおり 

（４）竣工時期 

令和４年１月３１日（予定） 

 

３ トイレリモデル等工事 

（１）概要 

・校舎内の和式便器 23基と外部の和式便器 2基を洋式便器に変更する 

・トイレ手洗い 44台と廊下手洗い 12台の自動水栓化を行う。 

（手洗いは補助対象外） 

（２）経費 

   ４２，８０３，２００円（国庫補助金額 ４，２７６，０００円） 

（３）工事範囲 

   別図のとおり 

（４）竣工時期 

   令和３年９月３０日 

令和３年１２月２７日 

教育事務の点検評価委員会 

視 察 用 資 料 













取
組
状
況

２年度に
実施した
具体的な
取組内容

令和2年度  教育施策推進担当課長を設置し、認定こども園の具体的検討を開始。
（１）既存の幼稚園改修、（２）幼稚園・保育園統合による小中学校の改築にあわせた新設、
（３）幼稚園、保育園統合による分園型　の３案を開設時期、経費、保育室の拡大性などの面で検討。（３）を第一
候補案として検討を進めることとした。

活動
指標

①
区立幼稚園の認定こども園化の検
討

→維持する

元年度 ２年度

③

②

基礎データ

利用者等
の情報

平成20年ごろから園児数が減少し始め、平成22年に101名となったが、平成23年度に預かり保育事業を開始し
たことで園児数が上向き、平成29年度には169名と過去最高を記録した。しかし、共働き世帯の増加とそれに伴
う私立保育所等の増加、令和元年10月からの幼児教育無償化の影響を受け、平成30年度以降就園率は減少
を続け、令和２年度に過去最低を記録、令和３年度も最低を更新した。
西巣鴨幼稚園　4歳児クラス：9名　5歳児クラス：12名
池袋幼稚園　4歳児クラス：14名　5歳児クラス：13名
南長崎幼稚園　4歳児クラス：10名　5歳児クラス：17名
（各園令和3年11月1日現在　各クラス定員30名）

豊島区教育ビジョン2019における位置付け 基本方針１．生きる力の土台となる就学前教育の充実 基本施策１．生涯にわたる人格形成の基礎を培う教育・保育の提供

根拠法令
・子ども、子育て支援法
・就学前の子どもに関する教育、保育等の総合的
な提供の推進に関する法律

事業開始年度 令和2年度

２年度 ３年度

方向性 （実績） （実績） （計画） （実績） （計画）
指標

目指す
単位

30年度

事業の対象
対象となるヒト・

モノ
区立幼稚園、区立保育園

事業の概要

　事業の手法
施設や待機児童対策の状況等を踏まえ、区立幼稚園の認定こども園への移行を検討する。

令和３年度　教育に関する事務の点検 事業分析シート

事業名 区立幼稚園の認定こども園化の検討 担当課 教育施策推進担当課長

１．事業概要及び現状

事業の目的

　どのような
状態にしたいか

保護者の多様なニーズ、幼児一人一人の特性に応じた幼児期の教育・保育の量の拡充や質の向上を図るた
め、区立幼稚園の認定こども園化を検討する。

資料２



３．課題及び今後の方向性

課                   題

区立幼稚園の就園率の減少が続いているが、私立幼稚園などに入園できない特別な支援を
要する幼児や医療的ケア児への幼児教育を提供する場としての存在意義は依然としてあ
る。
幼児教育の無償化、保育ニーズの高まりなどによる区立幼稚園児数の減少を受け、認定こど
も園の設置検討は喫緊の課題。

課題への対応策
及び今後の方向性

定員充足率の低い区立幼稚園舎を有効活用することにより、保育枠の定員拡充や保育の質
の向上、保育枠への幼稚園教育の提供、幼稚園枠への給食の提供などを見込み、池袋幼
稚園などを対象に、近隣の区立保育園との分園型による認定こども園化を検討していく。

一般財源 Ｃ＝Ａ－Ｂ 0 0 ― 0

0

使用料・手数料 0 0 0 0 0

0 0

事業費 Ａ 0 0 0 0 0 0

財
源
内
訳

国、都支出金

Ｂ

0 0 0 0 0 0

0

地方債・その他 0 0 0 0 0

２．事業費の推移

単位
　　金額の項目：千円

30年度 元年度 令和２年度 令和３年度

決算 決算 予算 決算 予算
増減

（R1決算比）

（前頁より続き）１．事業概要及び現状

達
成
状
況

成果
指標

指標
目指す

単位

③

0

②

0 0① 認定こども園へ移行した公立園数 ↗増加させる 園 0 0

２年度 ３年度

方向性 （実績） （実績） （計画） （実績） （計画）

30年度 元年度 ２年度


